
（
４
）
（
５
）

チ
ー
ゲ
ル
は
一
八
六
七
年
十
八
歳
で
ハ
イ
デ
ル
・
ヘ
ル
ク
大
学
に
入
る
。
一
八
六
九
年
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
去
り
、
イ
ェ
ナ
大
学
、
さ
ら
に
べ

（
１
）

ル
ン
大
学
に
移
る
。
（
一
八
七
一
年
卒
業
し
翌
年
ロ
。
言
ｏ
『
と
な
る
ｃ
）
彼
の
ド
ク
ト
ル
論
文
は
ク
レ
ブ
ス
日
．
固
の
言
〉
届
段
ｌ
岳
扇
．
唇
。
宮
‐
巨
田
９

（
６
）

杼
菌
、
国
①
ず
い
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
で
有
名
）
の
指
導
で
巨
胃
○
壱
○
滝
ｏ
口
吻
ｇ
ロ
目
白
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
八
七
三
、
く
七
四
年
の
冬
学
期
ハ
イ
デ
ル
ベ

（
４
笹
）
（
ワ
ｊ
）
（
勺
上
。
Ｑ
Ｕ
）

ル
ク
に
も
ど
り
、
キ
ュ
ー
ネ
の
助
手
と
な
る
。
（
そ
の
後
ラ
ィ
。
フ
チ
ヒ
で
研
究
し
、
さ
ら
に
ス
ト
ラ
ス
⑮
フ
ル
ク
に
移
る
。
）
以
上
が
来
日
前
の
学
歴
研
究

（
３
）

国
目
黒
で
あ
る
。

チ
ー
ゲ
ル
の
出
自
は
既
述
し
た
が
、
父
号
宮
口
回
国
の
冒
骨
ぽ
貝
凋
①
」
は
ド
イ
ツ
の
尋
ハ
イ
ロ
イ
ト
生
ま
れ
で
、
薬
剤
師
だ
っ
た
。
一
八
四
五

年
ご
貝
の
儲
‐
国
邑
閣
員
に
移
住
し
、
一
八
四
八
年
尻
目
。
旨
の
閃
農
日
と
結
婚
す
る
。
四
人
の
子
供
（
二
男
二
女
）
を
儲
け
る
。
長
男
が
号
冨
口
目

歴
で
あ
る
。

（
１
人
●
⑦
堂
）

い
ま
ま
で
チ
ー
ゲ
ル
の
履
歴
業
績
の
大
略
を
述
べ
た
が
、
今
回
は
そ
れ
ら
を
補
い
か
つ
若
干
訂
正
し
た
い
。
彼
の
死
亡
年
月
日
は
偶
然
西
ド

イ
ツ
の
ぐ
厨
且
命
目
博
士
に
知
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

御
雇
教
師
エ
ル
ン
ス
ト
チ
ー
ゲ
ル
三
）

蹄
轆
率
樫
嶬
雑
誌
密
一
汁
恥
巻
↑
坐
需
昭
和
五
十
七
年
二
月
二
十
五
日
受
付

小

関
恒

雄
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チ
ー
ゲ
ル
は
東
京
大
学
で
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
よ
り

生
理
学
講
義
を
行
う
が
、
第
二
回
（
二
年
目
）
の
講
義
の

（
９
）

際
の
テ
キ
ス
ト
が
残
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）
・
全
二
巻
で
、

（
１
）

計
三
八
○
頁
ほ
ど
の
活
版
本
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
前
報

で
述
べ
た
『
医
科
全
書
生
理
篇
』
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ

し
『
生
理
篇
」
は
テ
キ
ス
ト
の
直
訳
で
は
な
く
、
テ
キ
ス

ト
を
基
に
チ
ー
ゲ
ル
が
講
義
し
た
も
の
を
翻
訳
し
た
の
で

であ
ろ
う
、
テ
キ
ス
ト
よ
り
も
詳
し
い
。

な
お
、
後
年
（
帰
国
後
）
ク
レ
ブ
ス
に
師
事
し
た
と
あ

る
。
（
里
○
四
名
巨
胃
言
い
Ｆ
⑦
×
時
○
口
）
扇
電
・
）
ク
レ
ブ
ス
は
一

時
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
居
っ
た
か
ら
、
チ
ー
ゲ
ル
も
旧
師
の
許

に
赴
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ

し
チ
ー
ゲ
ル
の
弓
。
号
目
‐
閃
①
唱
胃
局
（
図
１
）
お
よ
び
戸
籍

簿
に
よ
る
と
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
住
ん
で
お
っ
た
が
、
一
八

八
九
年
六
月
二
十
一
日
バ
ー
ゼ
ル
で
死
去
と
あ
る
。
四
十

歳
で
あ
り
、
日
本
か
ら
帰
国
し
て
六
年
後
で
あ
る
。
独
身

で
あ
っ
た
。
病
名
（
死
因
）
は
書
い
て
い
な
い
が
、
精
神

病
院
で
死
ん
だ
と
あ
る
。

43 （43）



で
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
何
を
種
本
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
チ
ー
ゲ
ル
は
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
で
私
講
師
だ
っ
た
と
は
い
え
、
お
そ
ら
く
既
刊
の

（
咽
）
（
蝿
）

教
科
書
を
参
照
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
当
時
の
ド
イ
ツ
語
の
教
科
書
二
十
数
種
を
調
べ
て
染
た
。
結
論
を
い
え
ば
、
ラ
ン
ヶ
や
フ
ン
ヶ
な

（
皿
）

ど
の
生
理
学
書
、
そ
れ
に
フ
ラ
イ
の
組
織
学
害
を
参
照
し
多
く
の
図
や
表
を
引
用
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
伊
国
。
三
号
員
の
「
血
行
模
型
」

金
沢
大
学
所
蔵
の
も
の
は
書
込
み
や
註
記
が
随
所
に
あ

口
口
二
口
口

た
こ
と
に
な
る
。
（
明
治
一
二
、
三
年
頃
で
あ
ろ
う
か
。
）
そ
の
時
の
テ
キ
ス
ト
だ
ろ
う
か
ら
、
書
込
ん
だ
の
は
木
村
と
お
も
わ
れ
る
が
、
あ
ま
り

に
も
達
筆
か
つ
繊
巧
な
の
で
、
講
義
の
際
、
学
生
（
木
村
）
が
筆
記
し
た
と
は
考
え
難
い
。
教
師
（
チ
ー
ゲ
ル
）
の
書
込
み
（
下
調
べ
）
と
考
え

る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
が
、
あ
る
い
は
木
村
が
授
業
後
ま
た
は
後
日
書
入
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
両
者
の
確
か
な
筆
跡
を
管
見
比
較
し
え
な
い
の

で
、
目
下
判
断
の
し
ょ
う
が
な
い
（
図
３
）
。

44r44，
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直
接
の
引
用
害
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
象
に
明
治
十
四
、
五
年
頃
の
別
課
医
学
科
の
生
理
学
授
業
の
模
様
で
は
あ
る
が
、
「
用
フ
ル
教

（
焔
）

科
書
ハ
ド
ク
ト
ル
、
チ
ー
ゲ
ル
氏
著
生
理
学
及
教
授
永
松
東
海
著
生
理
学
」
と
あ
り
、
ラ
ン
ヶ
、
フ
ン
ヶ
、
フ
ラ
イ
な
ど
も
挙
げ
て
い
る
。
明

（
恥
）

治
十
一
年
頃
の
「
東
京
大
学
医
学
部
文
庫
」
の
蔵
書
目
録
も
当
時
の
参
考
書
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
木
村
孝
蔵
が
赴
任
当
時
の
石
川
県
甲
種

（
Ⅳ
）

医
学
校
で
は
、
組
織
学
、
生
理
学
及
胎
生
学
の
授
業
に
チ
ー
ゲ
ル
の
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
た
と
い
う
。

鰻.H鷺5

懲麗蟻蕊

蕊遜三要ぞい@℃■
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ｙ
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図3チーケル著テキストの書入れ（上:Bd.1.血液運動論
の項；下:Bd.n.生殖論の項）

と
い
う
の
が
あ
る
。
チ
ー
ゲ
ル
の
テ

キ
ス
ト
に
あ
る
も
の
（
図
３
・
上
）
は

フ
ソ
ヶ
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
（
た
だ
し
フ
ン
ヶ
と
て
、
原
図
や
他

書
を
借
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
。
）
『
生

理
篇
』
で
は
さ
ら
に
簡
略
改
変
し
て

あ
る
。
ま
た
、
チ
ー
ゲ
ル
の
テ
キ
ス

ト
に
は
模
写
図
は
見
当
ら
な
い
が
、

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
ス
・
ヘ
ク
ト
ル
吸
収

線
の
図
は
ラ
ン
ヶ
の
教
科
書
に
あ

り
、
『
生
理
篇
』
は
こ
れ
を
模
写
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
（
も
っ
と
も
原
図

は
キ
ュ
ー
ネ
か
。
）
な
お
、
彼
の
師
で

あ
っ
た
ル
ー
ド
ウ
ィ
ヒ
や
、
ミ
ュ
ー

ラ
ー
の
教
科
書
は
有
名
で
あ
る
が
、
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学
教
科
書
を
知
る
上
で
興
味
深
い
。

（
１
）

チ
ー
ゲ
ル
の
履
歴
業
績
を
前
報
に
追
記
し
た
。
彼
は
ド
イ
ツ
人
（
で
ス
イ
ス
に
移
住
し
た
）
薬
剤
師
］
・
言
ご
冒
国
の
旨
骨
画
貝
の
魁
の
四
人
の

子
供
の
長
男
で
あ
る
。
一
八
八
九
年
、
す
な
わ
ち
日
本
か
ら
帰
っ
て
六
年
後
、
四
十
歳
で
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
で
死
亡
し
た
。

チ
ー
ゲ
ル
の
著
作
を
二
、
三
追
加
紹
介
し
た
が
、
う
ち
思
湧
目
。
鴇
ｏ
胃
ぐ
。
Ｈ
言
侭
①
（
届
認
ｌ
ご
）
は
彼
の
東
京
大
学
医
学
部
に
お
け
る
生

理
学
講
義
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
ラ
ン
ヶ
、
フ
ン
ヶ
、
フ
ラ
イ
な
ど
の
教
科
書
か
ら
多
く
の
図
表
を
採
用
し
て
お
り
、
当
時
普
及
し
て
い
た
生
理

（
１
）

前
報
で
彼
は
内
務
省
衛
生
局
の
依
頼
に
応
じ
て
い
た
と
述
べ
た
が
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
○
）
よ
り
「
日
本
産
衣
服
用
品
及
上
衣
服
ノ
衛
生

（
岨
）

上
試
験
」
を
行
い
申
報
し
て
い
る
。
衣
服
等
は
「
皆
数
千
年
来
其
風
土
ト
住
民
ト
互
ノ
関
係
一
一
由
り
」
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
ら
を
改
良
す
る
際
は
必
ず
「
衛
生
学
及
上
生
理
学
上
ノ
道
理
二
基
ク
ベ
シ
然
ル
ヲ
唯
ど
無
学
無
識
ノ
徒
力
狼
リ
’
一
外
貌
ヲ
主
ト
シ
テ
其
制

度
ヲ
立
ツ
ル
」
の
は
浅
薄
で
あ
る
と
、
当
時
の
「
絨
衣
」
の
流
行
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
日
本
古
来
の
絹
、
木
綿
な
ど
の
通
風
、
保
温
、

衛
生
上
の
長
所
を
実
験
（
数
値
）
で
証
明
し
て
い
る
。

（
１
）
（
鱒
）

な
お
、
前
報
で
チ
ー
ゲ
ル
は
明
治
十
二
年
十
月
よ
り
「
一
週
に
二
回
宛
衛
生
学
の
講
義
を
始
め
」
た
と
述
べ
た
が
、
彼
の
教
授
申
報
に
よ
れ

マ
マ

ぱ
「
衛
生
学
〈
（
明
治
二
一
年
）
九
十
十
一
ノ
三
ヶ
月
中
毎
週
両
会
午
后
第
五
時
ヨ
リ
ニ
時
間
講
述
ス
其
講
筵
一
一
会
ス
ル
諸
君
〈
陸
軍
々
医
衛

生
局
警
視
局
東
京
府
病
院
及
当
部
ノ
医
員
等
ニ
シ
テ
講
義
ノ
際
助
教
大
井
玄
洞
氏
口
訳
セ
リ
」
と
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
明
治
十
二
年
夏
半
期
学

科
表
」
に
は
載
っ
て
い
な
い
。
以
降
年
度
の
申
報
に
も
載
っ
て
い
な
い
か
ら
、
お
そ
ら
く
衛
生
学
の
講
義
は
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
だ
け
で

終
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
東
京
大
学
医
学
部
に
於
て
毎
週
金
曜
火
曜
の
両
日
午
後
（
略
）
衛
生
学
を
講
説
せ
し
む
此
講
議
は
生
徒
の
為
め

に
あ
ら
す
海
陸
軍
警
視
衛
生
局
東
京
府
等
其
他
衛
生
に
従
事
す
る
面
々
の
為
め
な
り
」
と
も
あ
る
（
医
事
新
聞
一
八
号
一
八
七
九
）
。

（
１
）

前
に
も
述
べ
た
が
、
チ
ー
ゲ
ル
の
研
究
活
動
は
実
質
的
に
は
日
本
時
代
で
終
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
順
境
な
ら
斯
学
の
一
翼
を
担
っ
た
で

お
わ
り
に
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あ
ろ
う
彼
ゆ
え
、
そ
の
死
は
惜
し
ま
れ
る
。

燗
筆
に
際
し
、
御
教
示
お
よ
び
資
料
の
提
供
を
い
た
だ
い
た
口
再
．
国
．
ぐ
冒
己
§
（
曽
菅
。
ご
〕
冨
周
．
Ｑ
・
固
己
の
局
（
留
目
号
○
貝
巴
・
冒
曙
倉
．

ぐ
。
扁
鼻
（
国
⑦
目
）
〕
宗
田
一
先
生
、
安
井
広
先
生
、
石
田
秀
一
先
生
、
そ
れ
に
金
沢
大
学
、
尻
昌
‐
昌
画
員
‐
ご
巳
ぐ
の
邑
騨
（
Ｆ
§
Ｎ
色
そ
の
他
内
外

各
地
の
図
書
館
資
料
館
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
る
。

文
献
お
よ
び
註

（
１
）
小
関
恒
雄
御
雇
教
師
エ
ル
ン
ス
ト
・
チ
、
ｌ
ゲ
ル
（
一
）
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
巻
一
二
一
’
二
三
頁
一
九
八
一

（
２
）
小
関
恒
雄
御
雇
教
師
チ
ー
ゲ
ル
の
裁
判
医
学
講
義
録
①
犯
罪
学
雑
誌
四
七
巻
二
四
六
’
二
四
九
頁
一
九
八
一

（
３
）
己
『
．
国
．
ぐ
冒
且
ｇ
魚
屋
巨
呂
）
国
両
己
）
の
教
示
。
父
方
は
ド
イ
ツ
人
（
母
の
生
国
記
載
な
し
）
だ
か
ら
、
チ
ー
ゲ
ル
を
ド
イ
ツ
人
と
す
る
の
だ
ろ
う
。

（
４
）
己
凰
く
９
．
骨
貸
唖
閏
月
置
く
巨
且
ご
己
く
・
’
画
ｇ
ｏ
昌
鼻
）
国
命
屋
の
序
の
温
の
教
示
。

（
５
）
己
同
．
Ｆ
冒
胃
口
巨
⑦
同
（
卑
尉
身
旦
當
‐
腎
巨
胃
’
ご
凰
ぐ
ｇ
昌
嘗
）
の
教
示
。

（
６
）
弓
甘
品
座
画
騨
叩
ご
印
す
閂
島
①
卸
①
ご
胃
⑦
胃
品
①
昌
旦
①
国
鴨
９
６
昏
口
岸
旦
風
ン
白
日
Ｃ
著
○
８
自
助
③
直
』
ｏ
巨
日
．
国
昌
国
①
】
口
騨
餌
昌
貝
Ｆ
③
胃
①
ぐ
○
旨
Ｑ
③
員
節
ｎ
ヶ
の
昌
四
津
①
ロ

◆

ご
く
匡
己
旦
弄
同
色
昌
斥
厨
風
芹
①
口
】
↑
い
も
も
。
〕
国
①
局
冒
》
』
、
『
房

（
７
）
園
品
２
国
叩
ご
ｇ
９
号
昌
国
昌
西
ロ
綴
①
冒
狩
国
乏
筥
言
島
呂
ぐ
①
＆
口
号
昌
呂
①
冒
四
昌
昌
①
團
旨
寓
目
照
ｇ
胃
号
哩
巨
貝
日
日
い
×
旨
局
］
鳴
門
①
届
《
①
画

冨
匡
農
①
戸
田
⑦
門
．
〆
哩
．
⑦
①
、
．
ご
霞
協
．
Ｆ
①
５
国
面
〕
冨
四
号
・
も
毎
湧
．
Ｑ
・
喝
寧
日
ｌ
岳
Ｐ
岳
計
．

（
８
）
ゴ
ル
ッ
の
申
告
に
よ
る
と
、
一
八
七
五
年
十
月
一
日
首
席
助
手
に
採
用
、
一
八
七
六
年
十
月
員
＆
国
鳥
。
胃
Ｐ
Ｃ
且
の
目
⑦
旨
旨
圃
口
の
招
聰
を
受

け
、
同
年
十
二
月
一
日
首
席
助
手
兼
私
講
師
辞
任
と
あ
る
。
ｅ
局
．
言
四
目
目
》
犀
９
．
ｏ
底
．
冒
胃
ｘ
迄
〔
旨
冒
Ｆ
思
駕
⑤
目
烏
聾
３
号
。
匡
侭
の
教
示
・
）

（
９
）
目
凋
皇
国
、
弔
苛
湧
旨
さ
四
唖
呂
①
ぐ
○
吋
茸
持
の
）
国
ｇ
胃
）
員
．
望
①
冠
固
・
）
弓
○
ご
○
・
昂
認
ｌ
忍
．

（
、
）
本
書
の
内
容
、
と
く
に
図
や
表
が
殆
ど
チ
ー
ゲ
ル
の
テ
キ
ス
ト
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
永
松
著
と
い
う
よ
り
チ
ー
ゲ
ル
講
義
書
の
訳
書
と
み
る
の
が
妥

当
で
あ
る
。

（
、
）
『
生
理
篇
』

謝
辞

７４

は
巻
之
一
’
十
二
と
、
十
三
冊
目
の
「
筋
肉
生
理
（
総
論
、
各
論
）
」
（
刊
年
不
詳
）
ま
で
は
実
見
し
え
た
（
以
上
、
臣
．
］
相
当
）
。
そ
の
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巻
末
に
「
医
科
全
書
生
理
篇
終
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
翻
訳
は
終
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
降
（
臣
・
弓
の
訳
書
（
巻
）
は
管
見
し
え
な
か
っ
た
一

（
狸
）
閃
§
庸
白
・
”
９
巨
且
侭
侭
の
号
局
国
景
巨
○
四
①
号
ぃ
旨
ｇ
堕
呂
２
曲
．
シ
畠
・
》
旨
き
烏
）
岳
計
．

（
咽
）
①
同
色
①
目
弓
騨
鴨
己
．
ン
・
酌
○
言
８
国
冒
寄
・
ｍ
Ｆ
ｇ
号
巨
呂
骨
Ｈ
・
弔
冒
湧
旨
ざ
唱
旬
）
国
ｇ
胃
〉
目
〕
①
．
シ
戸
迂
・
〕
Ｆ
⑥
ざ
Ｎ
繭
屍
ヨ
ー
ョ
．

、
）
卑
旦
》
国
・
“
国
画
且
冒
８
号
Ｈ
霞
め
且
。
腎
巨
且
国
営
Ｃ
Ｏ
胃
目
①
号
吻
冨
§
ぬ
９
２
ふ
．
シ
畠
・
〕
序
甘
烏
》
岳
計
．

命
）
参
考
書
と
し
て
、
ラ
ン
ケ
、
ヘ
ル
マ
ン
Ｐ
・
国
角
目
勵
国
邑
）
、
ス
タ
イ
ネ
ル
Ｑ
・
陣
③
旨
８
、
ヒ
ー
ル
オ
ル
ト
（
尻
．
急
ｑ
ｏ
ａ
戸
）
、
ベ
ッ
ヶ
ル
（
犀
。
席
吋
）
、

ハ
レ
ン
チ
ン
（
。
、
ぐ
鳥
目
目
）
》
グ
リ
ュ
エ
レ
ハ
ー
ゲ
ン
、
フ
リ
ッ
ヶ
倉
．
厚
胃
寄
）
、
キ
ュ
ー
ス
（
弓
．
尻
曇
冒
。
）
、
ヴ
ン
ト
（
芝
．
君
屋
昌
邑
の
生

理
学
、
？
コ
ロ
ー
プ
ベ
サ
ネ
ッ
ッ
目
．
§
旬
暑
‐
胃
目
の
園
）
の
生
理
化
学
、
ク
ゥ
ェ
ー
ン
、
ホ
フ
マ
ン
（
Ｐ
凰
圏
‐
国
。
印
冒
昌
）
、
ハ
ィ
ッ
マ
ン
８
．

国
。
胃
日
画
冒
目
）
の
解
剖
学
、
フ
ラ
イ
の
組
織
学
、
各
教
科
書
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
当
時
よ
く
読
ま
れ
た
参
考
書
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
「
東
京
大

学
医
学
部
一
覧
、
明
治
一
四
・
一
五
年
」
一
八
八
二
）
。

（
唾
）
東
京
大
学
医
学
部
創
立
百
年
記
念
会
『
東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
』
東
京
大
学
出
版
会
一
九
六
七

９
）
同
校
規
則
（
附
録
、
教
授
ノ
要
旨
）
に
よ
れ
ば
、
組
織
学
は
「
講
本
〈
田
口
和
美
組
織
攪
要
ニ
拠
り
参
考
書
ハ
チ
ー
ゲ
ル
氏
組
織
学
フ
ラ
イ
氏
組
織

学
ヲ
用
己
、
生
理
学
及
胎
生
学
は
「
教
科
書
ハ
チ
ー
ゲ
ル
氏
生
理
学
メ
モ
ラ
ン
ド
’
一
拠
ル
、
参
考
書
ハ
オ
ッ
ト
フ
ン
ヶ
氏
生
理
学
、
ヘ
ル
マ
ン
氏
生
理

書
（
略
）
等
ヲ
用
１
」
と
あ
る
。
木
村
（
外
科
担
当
）
が
生
理
学
も
講
じ
、
チ
ー
ゲ
ル
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
（
『
金
沢
大
学
医
学
部
百
年
史
』
一
九
七
二
）
。

（
昭
）
チ
ー
ゲ
ル
（
片
山
国
嘉
・
訳
）
『
衣
服
料
試
験
説
』
内
務
省
衛
生
局
一
八
八
一
・
本
書
に
は
巻
末
に
「
日
本
人
ノ
足
具
ヲ
論
ス
」
が
載
っ
て
お
り
、

（
１
）

革
靴
（
欧
風
）
に
比
し
草
鞍
の
利
点
を
生
理
・
衛
生
学
上
言
及
し
て
い
る
。
の
ち
く
。
邑
号
昌
曽
冒
凰
ｍ
３
ｇ
匡
匡
可
邑
（
届
麗
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

（
四
）
「
東
京
大
学
医
学
部
第
六
年
報
」
（
明
治
二
年
一
二
月
’
一
二
年
一
二
月
）
一
八
八
○

（
新
潟
大
学
医
学
部
）
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ErnstTiegel,aLeaderinPhysiologyandHygieneforthe

JapaneSeintheEarlyMejiEra(2)

by

TsuneoKOSRKT

Continuedfi･ornthepreviouspaperinVo1.27No.2,(1981)ofthisjournalisaiilrtherdescription

onthelifbofErnstTiegel.

Hisfather,JohannHeinrichTiegelwasaGermanpharmacistandoriginallyfromBayreuth.Hein-

richhadfburchildren,theeldestofwhornwasJohannErnst.

E.Tiegel's"PhysiologischeVortrige"waswritteninl878-1879(Fig.2)．Severalfiguresandtables

wereadoptedfiomthetextsofJ.Ranke,O.Funke,H・Freyandothers(Fig.3).

InlccturingattheUniversityofTokyo,SchoolofMedicineheusedthisbook,thefirstpartof

whichwastranslatedintoJapanesebyTachibanaandhiscolleaguesinl879-1882.

LaterhelivedinZiirichanddiedunmarriedinamentalinstitution,Basel,agedfbrtyonJune

21stinl889(Fig.1).

（
の
》
）

*SchoolofMedicine,NiigataUniversity,Niigata.
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